

























Process of thinking about reemployment by full-time mothers of preschool 
children and its relationship to cultural factors
Ryo MOMOSE, Marie ASAKA and Kanae MIURA
 Findings of semi-structured interviews conducted with twelve full-time mothers of preschool 
children to identify factors affecting their perceptions about reemployment are reported. The 
interview results were analyzed by the Modified Grounded Theory Approach (M-GTA). Participants 
were divided into four groups: “On childcare leave,” “Happily committed to childrearing,” “Weak 
internal conflict about reemployment,” and “Strong internal conflict about reemployment.” The 
results indicated that participants went through the following process: The mothers worked before 
having children and considered quitting work after having children. Then, they entered a life 
centered on childrearing and experienced emotions of a childcare-centered lifestyle that focused on 
loving children and stress of childcare. The mothers finally decided to seek or not seek reemployment 
and considered when they would return to work. Mothers in each group faced a diversity of factors 
that encouraged reemployment, and that hampered reemployment, as well as external factors that 
governed reemployment, all of which influenced their decision-making process. A series of occurrences 
through which the participants experienced these processes and ultimately headed towards future 
prospects were identified. It also became clear that cultural factors, such as seeking rationality and 
achieving self-realization, influenced the participants’ thoughts on whether or not to return to work.
Key words : full-time mothers of preschool children（専業母親），reemployment（再就労），internal conflict（葛藤），
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作成した（Figure 1 ～ 4）。
結 果
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概　念　名 定　　　義 カテゴリー 大カテゴリー 類似例発言者 備　考




職場への遠慮 出産後、残業ができないなど、出産前と同様の職務をこなすことができないので、職場に迷惑をかけてしまうから退職した（する）という考えを述べている。 退職検討 NR,IC,MK,SR
母親の影響 自分の就労について考える際、自分の母親がしてくれた育児に影響を受けていたり、母親の言葉に影響を受けていたりすることをうかがわせる発言をしている。 NR,AA,ZY,OK
家計を担う覚悟 自分の働く意義について語る中で、家計の一部または全部を担う覚悟が感じられる。 HS,HM 育児休暇中群のみ
継続しやすい職場 出産後も継続することが当然のことと捉えられており、育児休暇を取得することにも理解がある、さらに、復帰後は残業などしなくてすむよう考慮してくれることが期待できる職場であること。 退職検討 HS,HM 育児休暇中群のみ





夫の生活との違い 同時に親となったはずの夫は、それまでと変わらない生活を送れていることに言及し、それと比較して自分が受けている制約観を訴えている。 育児ストレス MK,ZY, 再就労に向けての葛藤強い群のみ
時間的・行動的制限 子どもを持ったことにより、これまでの生活からは想像できないほどの時間的制限、行動的制限があることについて言及し、それをストレスに感じている。 育児ストレス NR,ZY,HM,RS,OK
社会との隔絶感 社会とのつながりがうすれていると感じることにより不安や閉塞感を感じた経験。 育児ストレス MK,NR,ZY,IC,HM,RS
他者評価ない空虚感 育児に専念していると、誰にも評価されない、誰にも見てもらえないことから、寂しさや疑問を感じてる。 育児ストレス MK,ZY 葛藤強い群のみ
自分の時間必須 育児の中で閉塞感などネガティブな感情になったとき、自分の時間を持つことの有効性に言及し、自分の時間を持つことが必須であると感じていることをうかがわせる発言。 育児ストレス MK,MK,NR,ZY,HM
時間的ゆとり 子どものいる生活にゆとりを感じる、時間的・行動的制限は受けるものの、あまりストレスに感じていない。 育児ストレスなし YY,IC 育児充実・傾倒群のみ
育児をする自分の存在意義 育児をする自分の存在意義を感じている。 育児ストレスなし OK,TM 育児充実・傾倒群のみ
他者評価不要 育児に専念する生活の中で、誰にも評価されないといった思いを持っていない。 育児ストレスなし YY,IC,TM 育児充実・傾倒群のみ
自分の時間不要 育児の中で自分の時間を持つことは、特に必要ないと感じていることをうかがわせう発言。 育児ストレスなし YY,IC 育児充実・傾倒群のみ




子どものペース 日常生活において、子どものペースに合わせて行動している。 子どもへの思い YY,HM,TM 育児充実・傾倒群のみ
肯定的育児感情 育児をすることによって自分の世界が広くなったと感じている、育児をする中で感じる充実感や幸福感など肯定的な育児感情に言及している。 子どもへの思い ZY,YY,OK,SR,TM,MK











夫の評価 夫が自分のことを育児に専念するタイプでないと見ていることに言及している。 ZY,MK 葛藤強い群のみ





自分自身の存在の確認 母親として育児をする以外、仕事や他の活動で、自分の存在を確認したいと感じている。 再就労促進要因 MK,ZY,RS 葛藤強い群のみ
成長意欲 育児をしていく上でも、自分自身の自己研鑽への意欲が見え、成長したいと思っている。 再就労促進要因 ZY,RS,MK,HS,AA,HM,IC,
人生における仕事の重要性 自分が生きていく上で、仕事は不可欠のものであると考えている様子がうかがえる。 再就労促進要因 ZY,RS,MK,NR 葛藤強い群のみ
子どもの成長 子どもが他の子どもに関心を持つなど、母親と離れ、やっていかれそうな様子、子どもの成長を感じ、それが仕事再開の足がかりになっている。 再就労促進要因 MK,NR,AA,ZY,HS,HM,
夫婦の関係性変化への懸念 妻が育児に専念することによって、経済的に対等でなくなる、共通の話題を失うなどのことが起こり、それまでの夫婦関係が変化してしまうのではないかとの懸念を話している。 再就労促進要因 MK,NR 葛藤強い群のみ
育児負担感 予想を上回る育児の大変さ、あるいは社会から隔絶されていると感じられる生活から逃れるために就業を考えるようになった様子がうかがえる。 再就労促進要因 ZY,HS,HM,RS,YY,IC
家計を担う覚悟 自分の働く意義について語る中で、家計の一部または全部を担う覚悟が感じられる。 HS,HM 育児休暇中群のみ
育児だけの生活への不安 育児生活が楽しいと感じる一方で、育児だけをしている生活でいいのかという不安を感じている。 再就労促進要因 ZY,YY,OK 育児充実・傾倒群のみ
育児も仕事もという理想 育児も仕事もしたいという理想の生き方について言及している。 将来展望 NR,ZY, HS,HM仕事を置いたことに対する納得感 子どもへの愛着の高まり、子どものいる生活の充実感、仕事を置いたことに対する納得感。 将来展望 NR,SR 葛藤強い群のみ
働くことの意義の変化 出産前と出産後で働くことの意義や働き方が変化したことに言及している。 将来展望 NR,ZY,IC,HM,MK,HS
子どもの巣立ち 将来的に再就労や趣味の再開を考えているが、そのタイミングは子どもが自分を今のようには必要としなくなる時期、物理的に自分の体が自由になる時と考えている。 将来展望 NR,YY,IC,HM,NR
子ども最優先 仕事を再開するにあたって、何においてもまず子どもを優先させるということが明確に意識されている。 将来展望 MK,ZY,MK,AA,ZY,HM,RS※各概念を作成する過程を示すために収集したデータを各概念ごと2例ずつ記載したが、誌面の都合上割愛した。照会を希望される際は、筆者までお問い合わせください。
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